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大学は、最終学歴となるような「学

びのゴール」であると同時に、「働くこ

とのスタート」の役割を求められ、変

革を迫られている。キャリア教育、

PBL・アクティブラーニングといった

座学にとどまらない授業法、地域社

会・産業社会、あるいは高校教育との

連携・協働と、近年話題になっている

大学改革の多くが、この文脈にあると

いえるだろう。

この連載では、この「学ぶと働くを

つなぐ」大学の位置づけに注目しな

がら、学長及び改革のキーパーソン

へのインタビューを展開していく。

各大学が活動の方向性を模索するな

か、様々な取り組み事例を積極的に

紹介していきたい。

今回は、基盤教育（教養教育）を軸と

する改革に取り組む岡山理科大学で、

柳澤康信学長、秦敬治副学長（教育担

当）、森嘉久副学長（学生支援・国際交

流担当）にお話を伺った。

岡山理科大学が設立された1964年、

日本は高度成長期のさなかにあった。

地元岡山の水島臨海工業地帯も拡大

期にあり、そこで活躍できる人材の輩

出を念頭に、建学の理念は「一人ひと

りの若人が持つ能力を最大限に引き

め』。実は教員も『まじめ』」と補う。「本

学が第一希望ではなかったが、学科

は第一希望だという学生が多い。そ

ういう学生の、ここで自分の目的を達

成できるとの思いに応えようと、教員

もまじめに、学科ごと・研究室ごとに

頑張ってきたといえます」（森副学

長）。それがともすれば「学科縦割り」

として弊害を生んできた面もあるの

かもしれない。

育成上の課題としてもう1つあがっ

たのが、入学時の自己肯定感の低さ

だ。秦敬治副学長はその一因として、

地元国立大学の「滑り止め」になって

いる現状を指摘する。「入学して最初

の、『この学校に来てよかった』『いい

先生たちがいる』というインパクトが

大切なのではないかということで、初

年次からの教育強化を、専門の先生

方にも絡んでもらって進めています」

（秦副学長）。

柳澤学長が2016年に着任したとき、

出し技術者として社会

人として社会に貢献で

きる人材を養成する」と

された。柳澤康信学長

は、「設立以来、プラク

ティカルな人材養成へ

の思いから、社会で活躍できる人材の

教育に力を入れてきた歴史がありま

す」と語る。

近年、教育学部（2016年度）、経営

学部（2017年度）、獣医学部（2018年

度、今治キャンパス）と学部新設が続

き、現在、7学部、学生数約6700人と、

地方では大きな規模の大学になりつ

つあるが、目指しているのは普通の総

合大学ではなく、理工系総合大学だ

と柳澤学長は言う。「いわゆる文系の

経営学部、教育学部でも、理系的なリ

テラシーも身につく学部として設置

しています」。

柳澤学長は「本学の学生は、一言で

言うと『まじめ』」と、その特徴を語る。

言われたことは着実に行う反面、視

野の狭さがややある。「もう少し視野

を広げて、自分自身の主体性をもって

行動をする、そういう学生にしたいと

思っています」（柳澤学長）。森嘉久

副学長は、「学生の特徴は確かに『まじ
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まず改革の必要性を感じたのは「昔の

一般教養教育」だったという。1990年

代に教養部が解体され、そこにいた教

員の半数ほどは加計学園の他大学に

移籍、残った教員は各学部学科に分

属となった。教養教育を担う組織がな

くなったことで、その後の教養教育は、

やや軽視されてきた現実がある。専

門教育重視の傾向が強かったことや、

学科縦割りの運営も、教養教育にはマ

イナスに働いた。

着任以来の改革に、柳澤学長は3つ

の項目を示している。1番目は「学科縦

割り運営、専門教育偏重からの脱却」。

2番目は、「『教職員みんなで学生を育

てる』という意識改革」。

3番目として、「『基盤教育』に関す

る強固な企画実施体制の構築」。基

盤教育とは、岡山理科大での教養教

育の名称だ。その改革は、柳澤学長

になった2016年ころから少しずつ始

まり、2018年度に秦副学長が教育担

当として着任すると、学内の合意形成

あったが、実施してみて、学生のニー

ズが想像以上に大きかったと感じてお

り、次年度以降はより充実させる方針

という。

学ぶと働くをつなぐ観点では、「従来

のキャリア教育を質的に超えなければ

いけない」と柳澤学長は言う。そのカ

ギとなるのが、3年ほど前から導入に

向けて進め、今年度入学生から導入し

たトータルキャリアポートフォリオ＝

TCPだ。その大きな特徴は、「未来」に

自分が将来実現したいこと・目標を掲

げ、「現在」において自己管理（マネジ

メント）していく、すなわち目標管理型

のポートフォリオということだと柳澤

学長は説明する。

「TCPを取り込みながら、基盤教育

の正課教育だけではなく、準正課教

育、あるいは課外活動、キャリア支援

も含めて、入学から卒業まで、学生に

が加速したという。

まず組織改革として、これまで教養

教育に関わってきた専任教員40数名

の分属を廃し、全学組織「教育推進機

構」の所属とした。基盤教育改革の中

核はこの機構とし、学部学科の教員も

機構の管理運営や授業の企画実施に

関わる体制をとった。

基盤教育のカリキュラムへの全面

的な反映は2021年度となるが、2020

年度新入生に対して「セルフ・アウェア

ネス」「ライフ・ビルディング」「アサー

ティブ・コミュニケーション」それぞれ

の入門編と実践編、計6科目を試行的

に導入している。

柳澤学長は、基盤教育の3つの観点

として、「こころ豊かに生きる」「知性を

磨く」「技能を生かす」を掲げ、「大学の

教養教育として特徴があると思うの

は、1番目の『こころ豊かに生きる』で、

試行的に導入した6科目もその関連で

す」と話す。大学生に「こころの科目」

は不要なのではという学内的な議論も
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はいろんな活動をしてもらいたい。就

業力というのは、内定をとるための力

ではなく、社会に出てから発揮できる

能力のことですから、そういう力を総

合的に身につけさせることを、TCPを

ひとつのツールにして、これからチャ

レンジしていきたいと思っています」

（柳澤学長）。

TCPの大まかな流れは、まず学生

が自分のそれまでの学修記録をもとに

目標を入力。次にマンダラチャート（大

リーグの大谷翔平選手が使っていた

ことでも有名になったフレームワーク）

で将来の目標を具体的に設定して管

理していく。各フェーズで外部の客観

テストを受けて、自分の強みがどこに

あるかを認識したうえで、振り返りを

行い、自分の進路・就職を考えて、企業

とのマッチングを的確に行っていく。

ポートフォリオの活用には、学生が

振り返り・フィードバックを、どのタイ

ミングで、誰とどのように行うかが重

要だ。秦副学長も、「『入力しておいて』

となると、学生はなかなかやらない」

と、その仕組みづくりの必要性を認識

する。「みんなで集まって一緒に、『今日

はここまで入れて帰ろう』とか、『来月

ここまで入れておいてほしい』とか、そ

のチェックがてら、チームで、あるいは

先生と一緒に、振り返る機会が必要で

す」（秦副学長）。

そこで、フレッシュマンセミナーに

始まり、キャリアデザイン1から4まで、

キャリア系の科目を1年次から4年次

まで全員が履修、TCPを継続的に使

うことを習慣づける計画としている。

ただ、4年間、毎週キャリア教育の授

業をすることが効果的とはいえないた

め、2年生以降は、集中講義扱いとな

る。学年に応じて、例えば1カ月に1回、

あるいは教育学部や理学部で教育実

習から帰ってきた後等、タイミングを

見ながら授業をする予定という。

入学時に自己肯定感の低い学生を、

主体的・能動的な学生に変えていくと

いうキャリア教育こそが、教育改革の

本質であり、それをきちんと記録して

いくのがTCPである。TCPを活用し

て、「学生情報の見える化」「自分の目

標に向けた継続した学び・活動の支

援」「一貫したアカデミック・アドバイ

ジング」の体制を整えることが大学の

役割だという。

改革に当たって、学内の協力体制等

の課題はあまりなかったと柳澤学長は

言う。「私が着任したとき、学内の多く

が基盤教育改革の必要を認識してい

たと思います。方向づけの意味で、私

や秦副学長のような外部からの力が

いくらかはあったと思いますが、実際

に改革するパワーは学内にあり、多く

の人が、役職を担う等して実践してく

れました」（柳澤学長）。

岡山理科大の教員歴が20年以上と

いう森副学長は、現場の感覚を次のよ

うに話す。「ここ数年、定員割れの問題

等、学科だけでは対応しきれない問題

が蓄積してきました」。そこへ柳澤学

長が他大学から来られて、全学で取り

組むという考え方が方向づけられた。

最初は学科側に警戒感があったのは

事実です。けれど、実際に動き出すと、

『これは信じていいな』というような意

識が広まった。これまでの学科独自の

ことだけでは幅が狭すぎる、もっと広

く、人間的に優れた学生を育成しなけ

ればというところに教員の意識が変

わってきていると思います」（森副学

長）。

柳澤学長が着任1年目に公表した

「岡山理科大学ビジョン2026」では、

一人ひとりの学生が自分の成長を自

分で実感できる教育拠点になってい

くことが宣言されている。「学生達が

『成長できたな』『大学にいる間に自

分の殻を破ることができたな』等の

実感を得る体験をさせたい。TCP 

も基盤教育も、そのためのツールと

して学生に提供するものだと思って

います」。

ここには、岡山理科大のような地

方の理系大学は、教育・学生支援で強

く特徴を打ち出さなければ生き残れ

ないとの認識もある。しかし柳澤学

長は、教職員による学生の指導やサ

ポートの熱心さを高く評価してお

り、学生に成長実感や自己肯定感を

持たせることができる大学への改革

は実現できると考えている。「実は、

表向きは学長のリーダーシップとい

うことになっていますが、4人の副学

長と事務局長とで非常にうまく役割

分担して、全学的にかなりまとまり

ができてきました。そういう運営の

質を、教育の質、学生支援の質につ

なげて向上させていくのが、これか

らのテーマだと思っています」。

学科だけでは
対応できない課題が蓄積

成長実感が得られる
教育拠点へ

（角方正幸 リアセックキャリア総合研究所 所長）
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